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研究成果の概要（和文）：本研究はヒトを対象とした生理学的研究アプローチに従い，1）嚥下運動に対する異
なる末梢刺激および被験者の姿勢の影響，2）食道刺激によって引き起こされる嚥下運動に対する加齢および疾
患の影響を明らかにすることを目的とした。
初年度は目標を達成するため，食道への異なる末梢刺激および体幹角度が嚥下運動へ与える影響，2年目は，化
学刺激の違いが嚥下反射誘発に及ぼす影響を検討した。最終年度は，脳血管障害を既往に持つ嚥下障害者に対し
て本法を適応した。本研究の結果より，食道刺激により嚥下反射がより効率的に誘発される条件が明らかとな
り，嚥下障害患者においても食道刺激で嚥下反射を誘発することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Based on a physiological research approach, this study aimed to clarify the 
following: 1) Effects of different peripheral stimulation and the posture of subject on swallowing 
movement, 2) Effects of aging and diseases on swallowing movement caused by esophageal stimulation.
In the first year, the effects of the test food temperature and the posture of subject on swallowing
 movement were examined, and in the second year, the effects of different chemical stimulation on 
the induction of the swallowing reflex were examined. In the final year, this method was applied to 
dysphagia patients who had a history of cerebrovascular accidents. The results of this study 
clarified the conditions under which the swallowing reflex was induced more efficiently by 
esophageal stimulation, and suggested that esophageal stimulation induces the swallowing reflex even
 on dysphagia  patients.

研究分野：摂食嚥下リハビリテーション学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
摂食嚥下障害の臨床においては，基礎データが構築されないまま，臨床的な経験値のみで実施されているものが
多い。本研究によって，健常者における咽頭・食道内圧値が算出され，食道刺激と嚥下反射との定量的評価が明
らかとなった。
結果によって摂食嚥下の障害解明や治療法確立の新たな手がかりを導くことが期待できる。本研究の手法が確立
すれば，歯科領域のみならず摂食嚥下に関わる医科領域においても新たな訓練法の確立，障害の解明に有効なデ
ータ収集が可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本は，人口の高齢化に伴い摂食嚥下機能に障害を来たした要介護高齢者の問題が顕在
化している。悪性腫瘍の進行，脳血管疾患の後遺症などの全身疾患に伴う嚥下障害だけでな
く，加齢によって全身機能や口腔機能が低下することにより，窒息や誤嚥性肺炎を引き起こ
し，入院期間の延長を招き，QOLを低下させて死亡率を増加させる。そのため，高齢者や
要介護者の窒息や誤嚥性肺炎に対する予防や治療の推進が強く求められている。しかしな
がら，嚥下障害者に対する治療法は乏しく，また，その根拠は不足しているため，嚥下反射
を改善しようとするよりは，運動障害に対する代償的なアプローチに注力する傾向がある。
さらに，重度嚥下障害者に対しては有効な嚥下訓練法が確立されていないため，廃用によっ
て嚥下障害は進行し，繰り返す誤嚥性肺炎を回避するために胃瘻などの非経口的栄養摂取
を余儀なくされ，口から食べる機会を奪われてしまっている。そのため，重度嚥下障害を持
つ患者であっても，誤嚥を回避し効果的に嚥下運動を誘発させる訓練法の確立が期待され
ている。 
その問題を解決するため，申請者らは，食道刺激によって誘発される嚥下運動に注目して
きた。つまり，食道の機械刺激によって誘発される嚥下反射が重度嚥下障害者に対する訓練
法として使用できないかと考えてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究はこれまでの我々の研究成果を基礎として，ヒトを対象とした生理学的研究アプ
ローチに従い，1）食道への異なる末梢刺激および体幹角度が嚥下運動へ与える影響，2）加
齢や疾患が食道刺激で起こる嚥下運動に与える影響を明らかにすることを具体的な研究目
的としていた。 
 
３．研究の方法 
目的を達成するため，食道への異なる末梢刺激（刺激液体の温度）および体幹角度が嚥下
運動へ与える影響を検索した。方法として，10 名の健常被検者を対象に，鼻腔より高解像
度マノメトリーを挿入し，上部食道括約筋（UES）および下部食道括約筋が計測できる位置
に留置した。反対の鼻腔より注入用カテーテルを挿入し，先端を UES の下方 5cm の位置に
留置した。90度, 60 度, 30 度いずれかに体幹角度を付け，1℃，25℃，35℃にコントロー
ルされたとろみ水をそれぞれ 2 回ずつ注入した。注入から UES 弛緩開始までの時間を潜時
として算出し，体幹角度および液体温度で相違があるか 2 元配置分散分析を用いて検討し
た。 
次に，異なる末梢刺激として化学刺激の違いが嚥下反射誘発に及ぼす影響を検討した。具
体的な方法として，12 名の健常被検者を対象に，初年度のセッティングと同様に鼻腔より
高解像度マノメトリーを挿入し，UES の下方 5cm の位置に留置した注入用カテーテルからカ
プサイシン溶液，塩酸，クエン酸溶液，酢酸溶液，炭酸水，蒸留水をそれぞれ 2回ずつ注入
した。注入から UES 弛緩開始までの時間を潜時として算出し，各溶液での違いを検討した 
最後に，嚥下障害者でも食道刺激で嚥下反射が誘発されるか検証するため，脳血管障害を
既往に持つ嚥下障害者 33 名を対象として 1℃にコントロールされた 5ml，10ml のとろみ水
を 5ml/s の速度で注入し，それぞれ注入から舌骨移動開始までの時間：潜時を嚥下造影検査
より算出し，脳血管障害の部位，注入量で潜時を比較した。 
 
４．研究成果 
潜時は液体温度により異なっており(Table.1)，体幹角度によらず 35℃，25℃，1℃の順
に短縮した(Fig.1: p<0.01)。さらに，1℃では 90度と比較して 60 度, 30 度の潜時が短縮
した(Fig.2: p<0.01)。結果より，60 度, 30 度のいずれかで，1℃の冷水を上部食道に注入
した際に，嚥下反射が最も誘発されやすいことが示唆された。 
 次に，化学刺激による違いではカプサイシン溶液，塩酸，酢酸注入時は他の溶液と比較し
て潜時が短縮していた(p<0.01)。つまり，咽頭と同様にカプサイシン溶液では嚥下反射が誘
発されやすいことが示唆された。 
脳血管障害を既往に持つ嚥下障害者による検証では，嚥下反射が 15 秒以内に誘発された
のは，5 ml 注入時は 74%（25/33 名），10ml 注入時は 88%（29/33 名）であった。嚥下反射が
誘発されないケースは脳血管障害の部位として視床（4名），視床＋被殻（2名）の脳出血，
脳幹（2名）の脳梗塞の既往を有していた。結果より，脳血管障害を既往に持つ患者でも食
道刺激によって嚥下反射が誘発されることが明らかとなった一方で，後遺症として感覚障
害を既往に持つ者は嚥下反射が誘発されにくい可能性が示唆された。 
今後は本手法の注入量，注入液を変化させることでより嚥下障害者でも嚥下反射が誘発
されやすい条件を検索し臨床応用を目指すとともに，嚥下反射惹起を評価法として応用す
る予定である。 
 



 
Table.1 One-way ANOVA for elicited swallowing reflex. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Differences in latencies between injection fluid temperature. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 Differences in latencies between postures of subject. 
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